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	令和６年度　社会教育委員の会議の内容
	【第１回】令和６年８月２９日(木) 〈講義「楢葉町におけるＣＳと地域学校協働活動  　の一体的推進」〉 ＣＳマイスター　猿渡　智衛　氏
	　猿渡氏は、福島県楢葉町において、ＣＳと地域学校協働活動を一体的に推進し、地域住民や関係機関と連携しながら、震災後に希薄化した人々のつながりを学校を核に再構築してきた取組を紹介した。学校が地域の対話や参画の拠点となることで、コミュニティ再生につながることを学んだ。　 　

	【第３回】令和７年１月１７日（木） 〈講義「ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進 　～妙高市立斐太北小学校の取組をとおして～」 　と演習〉 　　　　　　ＣＳマイスター　小見　まい子　氏
	　小見氏の斐太北小学校の事例を通して、熟議による課題共有や学校運営協議会委員の独立組織化、ＳＮＳ活用による連携強化、持続可能な開発のための教育を基盤とした地域協働学習等、ＣＳと地域学校協働活動を一体で進める効果について学んだ。
	【委員からの意見】 　★地域の人・自然・文化などの資源を取り入れ 　　ることで、学校だけでは実現できない本物の 　　体験に基づく学びが生まれる。 　●地域の実情に応じて、多様な組織との連携が 　　必要である。 　●ＣＳという仕組みを利用すると、参加者が増 　　え、住民の自己有用感が高まる。

	【第４回】令和７年３月２１日(金) 〈講義「ウェルビーイングの実現をめざした学校 　を核とした地域づくり　　～コミュニティ・ス 　クールと地域学校協働活動の一体的推進を通し 　て～」と協議〉 　　　　　　　ＣＳマイスター　香山　真一　氏
	　香山氏から、校長としてのＣＳ導入経験や県立高校でのＣＳ推進に向けた助言を受け、県立学校にＣＳモデル校を設置する際に地域住民や関係団体が担える取組と、それが学校の魅力化にどうつながるかについて協議した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【委員からの意見】 　★●既に学校運営協議会として活動している 　　が、より一層ＣＳや地域学校協働活動の仕組 　　みや熟議について理解を深めたい。 　★●他県の好事例についてもっと知る機会が 　　あったらよい。 　★●ＣＳや地域学校協働活動の具体的な進め方 　　について、実践例をもとに継続的に学び、現 　　在の取組の改善につなげていきたい。
	【第２回】令和６年１１月８日（金） 〈「全国コミュニティ・スクール研究大会in金沢」 　　への参加〉



	令和７年度　社会教育委員の会議の内容
	【第２回】令和７年１２月１０日（水）  〈CSモデル校の取組中間報告と授業参観〉 〔中間報告〕松任高等学校
	　松任高校におけるＣＳの取組についての中間報告では、既存の総合学科や探究活動をＣＳの取組として関連付け、地域振興と防災を柱に、商店街・企業・行政・図書館等と連携した実践が紹介された。
	【委員からの意見】 　★防災を軸に地域人材や施設と連携することで 　　生徒の主体的学びと学校の魅力化が進む。 　●生徒と地域住民が共に学ぶ場が、住民の自己 　　有用感や交流を促し地域活性化につながる。 　●公民館をはじめとした地域の情報発信を工夫 　　することで、地域住民がＣＳや学校の取組に 　　関わる機会の裾野を広げる必要性がある。
	【第１回】令和７年８月２７日(水) 　　 〈講義「社会に開かれた教育課程の実現に向けて　　　　　　　　  　～県立高校でのコミュニティ・スクールの実践 　から～」と協議〉 山梨県立笛吹高等学校　校長　廣瀬　志保　氏

	　笛吹高校におけるＣＳの実践を通し、総合的な探究の時間を核に、地域住民・企業・行政と継続的に協働することで、生徒の主体性や自己肯定感を高め、学校の魅力化と地域課題解決を同時に進める手法について学んだ。
	【委員からの意見】 　★保護者や地域人材を生かすことで、高校段階 　　の学びが大きく広がる。 　★地域との協働が、生徒と住民双方の成長や充 　　実感につながる。 　●小・中・高の連携により、地域の一体感が高 　　まる。
	【第４回】令和８年３月１０日(火) 〈令和６･７年度の協議題のまとめについて協議〉

	【委員からの意見】 　★探究学習や地域課題解決学習を、小・中・高 　　で段階的に積み上げることが重要である。 　★地域との協同的な活動は、学校と地域のつな 　　がりが強め、挑戦・自己調整といった非認知 　　能力の向上につながる。 　●地域活動、伝統文化継承につながる。 　●地域と学校だけでは解決が難しい課題がある 　　ため、行政との連携が不可欠である。 　●ＣＳの概念をより分かりやすく説明する必要 　　がある。　 　★●外部評価・第三者関与の仕組みを整備する 　　ことがＣＳの実効性と信頼性を担保する。

	【第３回】令和８年１月１９日（月） 〈CSモデル校の取組中間報告と協議〉 　〔中間報告〕寺井高等学校 　鹿西高等学校
	　寺井高校・鹿西高校におけるＣＳの取組についての中間報告では、地域と連携した探究活動や防災学習、企業協働の実践が紹介された。香山氏からは、総合的な学習・探究の時間を軸に、地域人材の参画により生徒の主体性や学力を高め、学校の力を高めるＣＳの意義を示された。
	【委員からの意見】 　★探究学習と地域協働が、進学・就職双方に有 　　効で学校の魅力化につながる。 　●地域の大人との関わりが、生徒の自己肯定感 　　と住民の自己有用感を高める。 　●公民館・青年団・婦人団体等と連携し、住民 　　がＣＳや学校の取組に関わる機会を拡大する 　　と共に、地域の諸活動へ参加を広げていくこ 　　とが、地域活性化に不可欠である。



